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森の楽園（生活環境保全林「文殊の森」）で
自然とふれあいませんか

ご自由に お持ちください。

岐阜県の森林・林業

●生活環境保全林「文殊の森」（本巣市）は街に近く、森林浴やバード
ウォッチングなど四季折々の豊かな自然を満喫できます。
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表紙●ローラー滑り台、バーベキューテラス・コテージなどの
多彩な施設で楽しんでいただけます。
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開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所
申込（問合せ）先／ TEL 

9月1日㈰~
10月31日㈭ 緑の募金（秋期） 「緑の募金で進めようSDGs」をスローガンに秋の緑の募金を行います。 公益社団法人岐阜県緑化推進委員会 

TEL 058-273-7577  FAX 058-273-7547 
E-mail gifu-ryokusui@mtj.biglobe.ne.jp

9月28日㈯ 狩猟免許試験
狩猟免許取得のための試験を実施します。 
●時間：9:30～17:00 
●申込：8月30日（金）～9月13日（金） 
※事前に申請書類等の提出が必要です。詳しくは右記にお問い合わせください。

岐阜大学 全学共通教育講義棟（岐阜市柳戸 1-1）
各地域を所管する県事務所 
または環境企画課（058-272-1111 内線 2701）

9月28日㈯
連続講座 

「野生動物を知る」 
（第４回）　

●内容：高山帯におけるカモシカの生態～カモシカ最新研究～ 
●講師：髙田隼人 氏 　（山梨県富士山科学研究所　研究員） 
●時間：13:00～15:00 
●参加費：無料 
●対象：一般市民　行政職員　関係者等 
●事前申込期限：2019年9月26日（木） 
　（当日参加も可能ですが、資料をお渡しできないことがあります）

岐阜大学応用生物科学部 101 多目的ホール（岐阜市柳戸 1-1）
岐阜大学応用生物科学部 附属野生動物管理学研究セン
ター　寄附研究部門「鳥獣管理の教育と普及」 
TEL&FAX 058-293-3416 
メールアドレス : rcwm@gifu-u.ac.jp 
URL  https://www1.gifu-u.ac.jp/~rcwm/ 
Facebook  http://www.facebook.com/gurcwm/

9月29日㈰、
10月6日㈰ 
12月6日㈮、
12月7日㈯

ぎふ木育サポーター
養成講座

岐阜県では、木のおもちゃや遊びをとおして、子どもたちと一緒に楽しい時間を
共有していただくためのスキルを習得し、現在、整備を進めている「ぎふ木遊館」
等の木育拠点や木育イベントで「ボランティアスタッフ」として活動していただけ
る方向けの講座を開催します。 
●日程：① 9月29日（日）、10月6日（日）の二日間
　　　　② 12月6日（金）、12月7日（土）の二日間
●時間：10時から16時まで 
●内容：ぎふ木育概論、遊びや学びのワークショップ、木育プログラム体験など 
●参加費：無料

①中部学院大学内子ども支援センター「ラ・ルーラ」 
　（各務原市那加甥田町 30-1 各務原キャンパス 1 階） 
②県立森林文化アカデミー（美濃市曽代 88）

岐阜県恵みの森づくり推進課 
TEL 058-272-8821  FAX 058-278-2702 
E-mail c11513@pref.gifu.lg.jp

9月30日㈪
締め切り

令和２年用国土緑化・
育樹運動標語の募集 令和２年用の国土緑化・育樹運動のポスター等で使用する標語を募集しています。 公益社団法人岐阜県緑化推進委員会 

TEL 058-273-7577  FAX 058-273-7547 
E-mail gifu-ryokusui@mtj.biglobe.ne.jp

10月1日㈫~
10月15日㈫

令和２年度
森林文化アカデミー
入学試験（第１回）
願書受付期間

●森と木のエンジニア科（推薦入試）10月26日（土）
●森と木のクリエーター科（入試1）10月27日（日）
●入学願書（学生募集要項）については、ホームページ（https://www.forest.ac.jp/）

からダウンロードできます。

森林文化アカデミー（美濃市曽代 88）
森林文化アカデミー 
TEL 0575-35-2525  FAX 0575-35-2529     
E-mail info@forest.ac.jp 
URL https://www.forest.ac.jp

10月2日㈬ 令和元年度ふるさとの
巨樹・名木探訪観察会

県内各地に存在する巨樹や名木を訪ね、樹木にまつわる歴史や保護保存について
学び、緑を守り育てる意識を高めるための観察会を開催します。 
●今回の探訪地 
　１　星宮神社社叢林及び美並ふるさと資料館（林業遺産） 
　２　白山中居神社及び浄安杉、白山文化博物館 
●参加料：無料 
●事前の申し込みが必要です。詳しくは当委員会ホームページをご覧ください。

郡上市美並町・白鳥町

公益社団法人岐阜県緑化推進委員会 
TEL 058-273-7577  FAX 058-273-7547 
E-mail gifu-ryokusui@mtj.biglobe.ne.jp

10月5日㈯

岐阜大学70周年記念
シンポジウム 

「野生動物管理の
推進を担う地方大学の
取り組み」

●概要：野生動物管理の体制を大学として構築し、先進的な取り組みを進めてい
る複数の大学の事例を紹介し、この分野の発展ならびに地域社会との連携強化
の重要性を共有することを目的に開催します。

●時間：13:00～17:30
●参加費：無料
●対象：教職員、自治体、学生、一般、企業関係者（CPDプログラムへの登録を

予定しています）
●事前申込期限：9月30日（月）（当日参加も可能ですが、配布資料をお渡しできな

いことがあります）
●定員：350名

岐阜大学講堂（岐阜市柳戸 1-1）

岐阜大学応用生物科学部 附属野生動物管理学研究セン
ター　寄附研究部門「鳥獣管理の教育と普及」 
TEL&FAX 058-293-3416 
メールアドレス : semrcwm@gifu-u.ac.jp 
URL  https://www1.gifu-u.ac.jp/~rcwm/ 
Facebook  http://www.facebook.com/gurcwm/

10月26日㈯ 野生のきのこを知ろう

身近な里山の林において、野生きのこの観察、採取、同定を行います。採取した
実物をもとにきのこの生態、利用を解説し、森林生態系の成り立ち、人との関わ
りについてお話しします。
●参加費：100円程度（保険料等実費）
●定員：20名（先着順）
●申込締め切り：10月4日（金）

森林文化アカデミー（美濃市曽代 88）
森林文化アカデミー 
TEL 0575-35-2535  FAX 0575-35-2529 
E-mail ac.open.college@gmail.com 
URL https://www.forest.ac.jp/events/kinoko191026/

11月9日㈯
連続講座 

「野生動物を知る」 
（第5回）　

●内容：縮む社会におけるサルとの付き合い方 
●講師：江成広斗 氏　（山形大学 准教授） 
●時間：10:00～12:00 
●参加費：無料 
●対象：一般市民　行政職員　関係者等 
●事前申込期限：2019年11月7日（木） 
　（当日参加も可能ですが、資料をお渡しできないことがあります）

岐阜大学応用生物科学部 101 多目的ホール（岐阜市柳戸 1-1）
岐阜大学応用生物科学部 附属野生動物管理学研究セン
ター　寄附研究部門「鳥獣管理の教育と普及」 
TEL&FAX 058-293-3416 
メールアドレス : rcwm@gifu-u.ac.jp 
URL   https://www1.gifu-u.ac.jp/~rcwm/ 
Facebook  http://www.facebook.com/gurcwm/

11月16日㈯ 狩猟免許試験
狩猟免許取得のための試験を実施します。 
●時間：9:30～17:00 
●申込：10月18日（金）～11月1日（金） 
※事前に申請書類等の提出が必要です。詳しくは右記にお問い合わせください。

飛騨高山高校 山田キャンバス（岐阜県高山市山田町 711）
各地域を所管する県事務所 
または環境企画課（058-272-1111 内線 2701）

12月13日㈮ 狩猟免許試験
狩猟免許取得のための試験を実施します。 
●時間：9:30～17:00 
●申込：11月15日（金）～11月29日（金） 
※事前に申請書類等の提出が必要です。詳しくは右記にお問い合わせください。

恵那総合庁舎大会議室（恵那市長島町正家後田 1067-71）
各地域を所管する県事務所 
または環境企画課（058-272-1111 内線 2701）

森林・林業関係イベントカレンダー（9～12月）
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　岐阜県には、治山事業で整備した生活環境保全林が３２箇所あります。生活環境保全林とは、市街地の周辺にある保安
林の機能を多目的かつ高度に発揮させるため、治山ダム工や森林の整備、花木の植栽等を行い、保健休養や自然観察の場
として整備した森林で、多くの県民の方々に利用されています。
　しかし、開園後、長く利用されてきた施設は、老朽化が進んだものも増えてきたため、県では岐阜県集落環境保全整備事
業により、管理者である市町村が行う施設の改修を支援しています。
　ご紹介する「陶史の森」では、この事業を活用し、土岐市が平成３０年度に遊歩道の橋の修繕工事を行い安全性の向上
を図りました。森林内には「志野の道」、「織部の道」、「黄瀬戸の道」などの焼き物の名をつけた遊歩道が整備され、散策
を楽しんでいただけます。また、「土岐いきものふれあいの里」にはウサギ・ヒツジなどを飼育している「動物舎」や、ギフ
チョウを飼育している「蝶の館」などが設置されています。
　岐阜県では、今後もより多くの県民の皆様に生活環境保全林を安全に利用していただくため、集落環境保全整備事業の
積極的な活用を推進して参ります。

生活環境保全林の安全な利用のために

【治山課　加藤 里実】　●詳しい内容を知りたい方は TEL058-272-1111 内線（3167）治山課まで

　８月７日から９日にかけて、東海三県のみどりの少年団員９５名が一堂に集い、「第４４回東海地区みどりの少年団（隊）
サマージャンボリー」（国土緑化推進機構、三菱ＵＦＪ環境財団、愛知県・三重県・岐阜県の各緑化推進委員会主催）を三
重県熊野市「三重県立熊野少年自然の家」で開催しました。熊野市での開催は初めてなので、みんなワクワクしながら向
かいました。
●一日目（８月７日）
　開会式、班旗づくり、飯盒炊さん（カレーライス作り）、天体観測体験
●二日目（８月８日）
　関所めぐり（ウォークラリー）、那智黒磨き、クッブ体験、キャンプファイヤー
●三日目（８月９日）
　記念写真撮影、思い出の寄せ書き、閉会式
　三日間の短い期間でしたが、みどりの少年団のみんなは、初めは
緊張していましたが、すぐに仲良くなり、力を合わせて夕食を作った
り、初めて行うクッブのゲームなどを楽しんだりして、団員同士の
絆と交流も深まり、夏休みの良い体験になったと思います。
　岐阜県からは、ぎふまち、海津市、北方小学校みどりの少年団の
３団４５名が参加しました。引率者・カウンセラー・県の職員、熊
野少年自然の家、愛知県・三重県の緑化推進委員会など関係の皆
様には大変お世話になりました。来年は岐阜県郡上市で開催する予
定ですので、多くのみどりの少年団の皆様の参加を期待しています。

［公益社団法人岐阜県緑化推進委員会　専務理事　黒﨑　隆司］

「第44回東海地区みどりの少年団
　　サマージャンボリー」を開催しました

ウォークラリー

集合写真

天体観測

キャンプファイヤークッブ

よーし、
倒すぞ！

火の御子
たちが点火

頂上で
ヤッホー！

土星が
見えたね

みどりの少年団
勢ぞろい
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●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで
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で

に
収
穫
さ
れ
る
雌
株
の
未
熟
な
実
は
佃

煮
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
葉
は
料
理
の
ツ

マ
と
し
て
、
魚
を
煮
る
時
に
は
臭
味
消

し
と
し
て
利
用
さ
れ
、
果
皮
は
粉
末
に

し
て
薬
味
や
七
味
唐
辛
子
の
材
料
に
、

ま
た
糠
床
（
ぬ
か
ど
こ
）
な
ど
に
も
利

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

中
国
の
カ
ホ
ク
ザ
ン
シ
ョ
ウ

（Z
anthoxylum

 bungeanum

）
の
果
実

は
「
花
椒
（
ほ
あ
じ
ゃ
お
）」
と
呼
ば

れ
、
日
本
の
も
の
よ
り
辛
味
や
麻
痺
成

分
が
多
く
、
麻
婆
豆
腐
な
ど
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
韓
国
に
唐
辛
子

が
伝
来
す
る
17
世
紀
以
前
、
高
麗
王
朝

が
朝
鮮
半
島
を
統
治
し
た
時
代
の
漬
け

物
（
キ
ム
チ
の
原
形
）
に
は
、
ニ
ン
ニ

ク
や
ミ
カ
ン
の
皮
と
一
緒
に
サ
ン
シ
ョ

ウ
が
薬
味
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

古
事
記
に
は
「
垣
下
に
植
し
ハ
ジ

カ
ミ
、
口
ひ
ひ
く
」
と
記
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
ハ
ジ
カ
ミ
と
は
サ
ン
シ
ョ
ウ

や
シ
ョ
ウ
ガ
を
指
し
て
い
ま
す
。「
ハ

ジ
」
と
は
9
月
以
降
に
果
皮
が
赤
く
熟

す
と
、
果
皮
が
は
じ
け
て
中
か
ら
黒
い

種
子
が
出
て
「
は
ぜ
る
」
様
子
を
表
し

て
お
り
、「
カ
ミ
」
と
は
ニ
ラ
の
古
名
「
カ

ミ
ラ
」
を
指
し
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
の
辛
味

を
ニ
ラ
に
例
え
た
も
の
と
さ
れ
ま
す
。

　

ア
イ
ヌ
民
族
は
サ
ン
シ
ョ
ウ
を
「
サ

イ
ソ
」
と
呼
び
、
内
皮
を
煎
じ
て
痔
に

塗
布
し
、
果
実
や
果
皮
の
煎
汁
を
健
胃

や
整
腸
に
飲
用
し
、
果
皮
の
煎
汁
を
か

ぶ
れ
や
あ
か
ぎ
れ
、
水
虫
に
塗
布
し
、

生
の
葉
を
も
ん
で
虫
刺
さ
れ
に
用
い
ま

し
た
。

　

果
実
は
漢
方
で
「
花
椒
、
蜀
椒
」
と

称
し
て
健
胃
や
鎮
痛
、
駆
虫
に
用
い
、

日
本
薬
局
方
に
収
載
さ
れ
て
い
る
苦
味

チ
ン
キ
や
正
月
に
飲
む
お
屠
蘇
の
材
料

と
し
て
も
有
名
で
す
。
主
な
辛
味
成
分

は
サ
ン
シ
ョ
オ
ー
ル
と
サ
ン
シ
ョ
ア
ミ

ド
、
他
に
ゲ
ラ
ニ
オ
ー
ル
な
ど
の
芳
香

精
油
、
ジ
ペ
ン
テ
ン
、
シ
ト
ラ
ー
ル
な

ど
で
、
体
を
温
め
る
効
能
が
あ
り
ま
す
。

　

栽
培
品
種
と
し
て
は
刺
が
無
く
、
果

実
が
大
き
く
、
香
り
が
良
く
、
種
子
が

容
易
に
果
皮
と
分
離
す
る
兵
庫
県
養
父

市
の
「
朝
倉
サ
ン
シ
ョ
ウ
」
や
、
江
戸

時
代
に
幕
府
に
献
上
さ
れ
た
こ
と
で
も

知
ら
れ
る
静
岡
県
の「
林
香
寺
サ
ン
シ
ョ

ウ
」、
果
実
が
房
状
に
な
る
和
歌
山
県
有

田
川
町
の
「
ブ
ド
ウ
サ
ン
シ
ョ
ウ
」
が

有
名
で
す
。

▲サンショウの果実（赤い果皮と黒い種子）
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　講
師
●
玉
木

　一
郎

気
軽
に
楽
し
め
る
苔
玉
盆
栽

で
も
、
そ
れ
な
り
の
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

作
る
の
も
簡
単
で
す
。
ま
ず
は
苗
を
用
意
し

ま
す
。
10 

― 

30
㎝
く
ら
い
の
大
き
さ
の
も
の
で

十
分
で
す
。
苗
は
樹
木
に
限
ら
ず
、
多
年
生
の

草
本
で
も
良
い
で
す
。
数
ヶ
月
ほ
ど
、
ポ
リ
ポ
ッ

ト
で
養
生
し
て
お
く
と
、
地
下
部
が
充
実
し
て

土
を
つ
か
む
の
で
、
作
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

次
に
用
土
を
準
備
し
ま
す
。
基
本
と
な
る
土
は

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
売
っ
て
い
る
赤
玉
土
で
良

い
の
で
す
が
、
山
の
土
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
水
と
ケ
ト
土
を
少
し
加
え
て
、
手
で
軽

く
団
子
状
に
な
る
く
ら
い
に
し
ま
す（
ケ
ト
土
は

粒
子
の
細
か
い
土
で
代
用
で
き
ま
す
。
田
ん
ぼ

の
土
や
水
た
ま
り
の
底
の
泥
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
）。

用
土
で
根
の
全
体
を
く
る
む
よ
う
に
し
て
、
形

を
整
え
ま
す
。
最
後
に
、
大
き
め
の
コ
ケ
を
か

ぶ
せ
て
、
黒
い
木
綿
糸
を
適
当
に
巻
き
付
け
て

固
定
す
れ
ば
完
成
で
す
。
コ
ケ
は
ハ
イ
ゴ
ケ
が

扱
い
や
す
い
で
す
。
山
の
日
当
た
り
の
良
い
少

し
湿
っ
た
斜
面
で
見
つ
か
り
ま
す（
苗
や
コ
ケ
、

土
な
ど
を
採
取
し
て
く
る
場
合
は
、
必
ず
所
有

者
の
許
可
を
得
て
下
さ
い
）。

　

過
去
に
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
生
涯
学
習
や
授

業
で
、
子
供
達
や
学
生
さ
ん
、
ド
イ
ツ
か
ら
の

留
学
生
に
も
苔
玉
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ど
う
で
す
、
簡
単
そ
う
で
し
ょ
？ 

夏
の
暑
さ
が
一
段
落
し
た
ら
是
非
ト
ラ
イ
し
て

み
て
下
さ
い
。
楽
し
い
で
す
よ
。

　

盆
栽
が
一
般
に
も
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
こ

と
は
確
か
で
す
が
、
盆
栽
の
扱
い
が
簡
単
に
な
っ

た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
盆

栽
を
育
て
て
い
る
と
、
毎
日
の
水
や
り
に
始
ま

り
、
芽
摘
み
や
整
枝
、
剪
定
、
植
え
替
え
、
病

虫
害
対
策
な
ど
、
山
程
の
手
間
が
か
か
り
ま
す
。

で
は
、
盆
栽
を
、
も
っ
と
気
軽
に
楽
し
む
こ
と

　

盆
栽
と
い
う
と
、
一
昔
前
は「
サ
ザ
エ
さ
ん
」

に
出
て
く
る
波
平
さ
ん
の
よ
う
な
年
配
の
男
性

が
す
る
よ
う
な
趣
味
と
い
う
位
置
づ
け
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
で
は
、
老
若
男

女
を
問
わ
ず
、
更
に
は
海
外
ま
で
も
と
、
裾
野

の
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
お
正
月
の
Ｔ
Ｖ

番
組「
芸
能
人
格
付
け
チ
ェ
ッ
ク
」で
も
、
ワ
イ

ン
や
牛
肉
と
並
ん
で
、
価
値
の
高
い
盆
栽
の
見

分
け
が
扱
わ
れ
て
い
ま
す（
余
談
で
す
が
、
こ

こ
で
扱
わ
れ
て
い
る
価
値
の
高
い
盆
栽
は
、
超

一
流
の
も
の
な
の
で
、
完
璧
な
ま
で
に
基
本
を

追
求
し
た
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、

ち
ょ
っ
と
基
本
を
勉
強
す
れ
ば
、
偽
物
の
盆
栽

と
見
分
け
る
こ
と
は
簡
単
で
す
）。
私
も
ベ
ラ
ン

ダ
で
小
品
盆
栽
を
始
め
て
10
年
以
上
に
な
り
ま

す
。
枯
ら
し
て
し
ま
っ
た
樹
も
数
知
れ
ず
あ
り

ま
す
が
、
初
期
の
頃
か
ら
作
っ
て
い
る
樹
の
い

く
つ
か
は
、
今
で
は
立
派
な
樹
形
に
な
っ
て
い

ま
す（
写
真
1
）。

は
で
き
な
い
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

盆
栽
の
ジ
ャ
ン
ル
の
一
つ
に
苔
玉
盆
栽
が
あ

り
ま
す（
写
真
2
）。

　

苔
玉
盆
栽
は
鉢
の
代
わ
り
に
コ
ケ
で
根
本
の

土
を
く
る
ん
だ
も
の
で
す
。
普
通
の
盆
栽
の
場

合
は
、
枝
ぶ
り
が
基
本
か
ら
ず
れ
て
い
る
と
気

に
な
っ
て
し
ま
う
も
の
な
の
で
す
が
、
苔
玉
盆

栽
の
場
合
は
、
な
ぜ
か
枝
ぶ
り
が
盆
栽
の
基
本

に
そ
れ
ほ
ど
当
て
は
ま
っ
て
い
な
く
て
も
、
コ

ケ
の
雰
囲
気
が
良
い
た
め
か
、
簡
単
に
そ
れ
っ

ぽ
い
雰
囲
気
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
最
も

手
間
の
か
か
る
水
や
り
に
関
し
て
も
、
少
し
水

を
張
っ
た
ト
レ
イ
に
ド
ブ
浸
け
し
て
お
く
だ
け

写真2　作って3年ほどになるイロハ
モミジの苔玉

写真１　枝がほぼない状態から作って9年のトショウ（ネズミサシ；左）と実生から
作って10年ほどのケヤキ（右）。それぞれ樹高12 cmと13 cm

MORINOTAYORI5



川
辺
町
の
森
林
づ
く
り

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
４
ー
５
３
ー
２
５
１
１（
代
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　川
辺
町
役
場
産
業
環
境
課
ま
で

川
辺
町
の
森
林
づ
く
り
施
策
を
紹
介
し
ま
す
。

33

わ
が
ま
ち
の
森
林
・
環
境
行
政

荒
廃
し
て
い
た
登
山
道
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。

●
鬼お
に
と
び
や
ま

飛
山

　

桃
太
郎
伝
説
が
残
る
山
で
鬼
た
ち
が
桃
太
郎

に
退
治
さ
れ
、
飛
ぶ
よ
う
に
山
に
帰
っ
た
と
言

い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
、
木
製
階
段
と
案
内
看
板
、

丸
太
ベ
ン
チ
を
設
置
し
た
こ
と
で
、
そ
の
伝
説

が
改
め
て
注
目
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

●
大お
お
た
に
や
ま

谷
山

　

四
国
八
十
八
ヶ
所
の
模
写
霊
場
と
し
て
、
山

腹
に
88
体
の
お
地
蔵
さ
ん
が
飾
ら
れ
、
一
体
ず

つ
お
参
り
を
し
な
が
ら
登
る
登
山
者
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
、
山
裾
の
大
谷
公
園
の
法
面

に
木
製
階
段
を
設
置
し
た
ほ
か
、
コ
ナ
ラ
の
植

樹
や
芝
桜
の
植
栽
を
行
い
景
観
が
良
く
な
り
ま

し
た
。

●
遠と
お
見み

山や
ま

　

山
頂
に
遠
見
城
址
が
残
り
、
眼
下
に
は
飛
騨

川
の
両
岸
に
開
け
た
下

麻
生
地
区
の
町
並
み
を

眺
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

下
か
ら
見
る
と
絶
壁
の

岩
山
で
荘
厳
な
景
観
に

な
っ
て
い
ま
す
。

竹
の
破
砕
事
業

　

近
年
、
市
街
地
の
竹
林
が
放
置
さ
れ
、
有
害

鳥
獣
の
住
処
に
な
る
な
ど
の
問
題
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
竹
の
伐
採
を
進
め
る
と

と
も
に
破
砕
を
し

て
、
竹
チ
ッ
プ
に
す

る
試
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

竹
チ
ッ
プ
は
そ
の

場
に
敷
き
詰
め
る
こ

と
に
よ
り
除
草
効
果

が
あ
り
、
吹
き
つ
け

舗
装
な
ど
の
環
境
に

優
し
い
素
材
と
し
て

も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

今
後
の
山
づ
く
り

　

ま
だ
ま
だ
手
つ
か
ず
の
山
林
が
多
い
本
町
で

は
、
ま
ず
は
山
や
森
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
木
の
温
も

り
を
感
じ
、
自
然
環
境
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い

た
だ
け
る「
山
づ
く
り
」を
推
進
し
て
行
き
ま
す
。

【
川
辺
町
役
場
　
産
業
環
境
課
　
市
原
和
也
】

　

川
辺
町
は
、
岐
阜
県
の
中
南
部
に
位
置
し
、

町
域
の
約
７
割
を
山
林
が
占
め
る
自
然
豊
か
な

町
で
す
。
町
の
中
央
を
流
れ
る
飛
騨
川
は
、
水

流
が
穏
や
か
で
全
国
屈
指
の
漕
艇
場（
ボ
ー
ト
競

技
場
）に
な
っ
て
お
り
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
や
ゴ

ル
フ
な
ど
ア
ウ
ト
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
の
に
絶

好
の
環
境
で
す
。

川
辺
町
の
森
林
づ
く
り

　

川
辺
町
に
は
、
比
較
的
標
高
が
低
く
軽
登
山

に
適
し
た
山
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
近
年
は
、

清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・
環
境
税
を
財
源
に
、
住

民
協
働
で
登
山
道
な
ど
を
整
備
す
る「
山
づ
く

り
」を
進
め
て
い
ま
す
。

●
愛あ
た
ご宕
山や
ま（
通
称
：
米よ
ね
田だ

富ふ

士じ

）

　

富
士
山
の
よ
う
に
裾
野
が
美
し
い
山
で
、
山

頂
に
は
米
田
城
址
が
残
り
、
米
田
富
士
と
山

川
橋
と
ボ
ー
ト
の
風
景
は
本
町
の
シ
ン
ボ
ル
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
、

木
製
階
段
と
案
内

看
板
、
丸
太
ベ
ン

チ
を
設
置
し
た
ほ

か
、
下
刈
り
や
枯

損
木
の
処
理
を
実

施
し
た
こ
と
で
、

　

平
成
30
年
度
に
、
地
域
住
民
の
手
で
木
製
階

段
と
案
内
看
板
を
設
置
し
た
こ
と
が
メ
デ
ィ
ア

に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
登
山
者

の
増
加
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
本
年
度
は
、

遠
見
山
の
麓
に
あ
る
南
天
の
滝
を
整
備
す
る
こ

と
で
、
周
辺
地
域
一
体
が
よ
り
魅
力
的
な
地
域

に
な
り
ま
す
。

●
八や

坂さ
か
山や
ま

　

山
頂
に
八
坂
城
址
が
残
り
、
遠
く
御
嶽
山
や

名
古
屋
の
ビ
ル
群
ま
で
遠
望
で
き
、
眼
下
に
は

川
辺
の
町
並
み
が
広
が
っ
て
い
る
た
め
日
の
出

の
観
賞
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
人
気
の
山
で
す
。

　

普
段
か
ら
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体“
ふ
る

さ
と
愛
好
会
”に
よ
り
登
山
道
の
整
備
が
進
め
ら

れ
て
き
て
お
り
、
本
年
度
は
山
頂
に
休
憩
施
設

を
整
備
す
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
小
中
学
校
で

は
、
こ
の
よ
う
に
整
備

さ
れ
た
山
々
に
登
り
そ

の
歴
史
な
ど
を
学
ぶ
故

郷
学
習
の
時
間
を
設
け

て
い
ま
す
。

　
　林
業
専
用
道
の
整
備

　

地
域
の
林
業
施
業

を
活
性
化
さ
せ
る
た

め
、
森
林
施
業
に
直

結
す
る
林
業
専
用
道

の
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

伐
採
期
を
迎
え
た
人

工
林
の
搬
出
間
伐
を

推
進
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

米田富士

遠見山

故郷学習林業専用道

竹の破砕

山づくり

『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

5
平成24年度より県民みんなで豊かな自然環境を守る仕組みとして導入した　「清流の国ぎふ森
林・環境税」は、平成33年度末まで5年間延長されました。税活用事業の内容も見直しをしま
したので、新しい内容の事業を含め連載で紹介します。

【県産材流通課】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-1111 内線（3016） 県産材流通課販路拡大係まで

木の香る快適な公共施設等整備事業

事業主体 施設名称 所在地 事業区分

【令和元年度　事業概要】
（１）事 業 区 分
　　 ●木　　造　　化 ：建築物の主要構造材に木材を使用すること
　　 ●内 装 木 質 化 ：主要構造が木造以外の建築物の内装に木材を使用すること

（２）対 象 事 業 者 ：市町村、学校法人、社会福祉法人等

（３）対 象 施 設 ：教育関連施設（幼稚園、小中学校、高等学校等）
 　福祉関連施設（保育園、認定こども園、特別養護老人ホーム等）

（４）補 助 金 額 ：木造化…17,000円／㎡、内装木質化…10,000円／㎡

【平成３０年度　施工事例】

【令和元年度　支援予定団体】

岐阜市

（社福）岐阜羽島ボランティア協会

（社福）ぶなの木福祉会

（社福）共生

中津川市

（社福）高山社会福祉会

岐阜市立長良小学校

（仮称）ＧＨ坂丸西・ＧＨ坂丸東

（仮称）ともいきの里・東弥

共生の森

（仮称）坂本こども園

本母保育園

岐阜市

羽島市

郡上市

土岐市

中津川市

高山市

内装木質化

木造化

木造化

内装木質化

木造化

内装木質化

岐阜県産材を用いて、教育・福祉関連施設等を木造化または内装木質化する場合に支援を行う事業です。

池田町立片山保育園（池田町） 瑞浪市立瑞浪北中学校（瑞浪市）

【利用者の声】
●あたたかみがあると好評　　●落ち着いて生活できる　　●木の香りがよい　　●施設内が明るく感じる

●あたたかく柔らかい雰囲気であり、木のぬくもりを感じ、優しい穏やかな気持ちになれる
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Ｑ 

自
伐
型
事
業
を
活
用
し
た
感
想
は
？

日
頃
か
ら
林
業
が
「
生
業
」
と
な
る
よ
う
に
、

と
願
っ
て
い
る
が
、
な
か
な
か
難
し
い
。
こ
の
県

単
事
業
は
大
変
有
難
く
、
創
設
と
同
時
に
活
用
し
、

平
成
29
年
度
は
保
育
間
伐
、
昨
年
度
か
ら
は
搬
出

間
伐
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
良
い
制
度
な
の
で
木

の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
仲
間
に
も
Ｐ
Ｒ
し
た
。

毎
年
、
補
助
申
請
な
ど
の
書
類
作
成
は
苦
労
し

て
い
る
が
、
関
係
者
に
助
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら

な
ん
と
か
実
施
し
て
い
る
。

Ｑ 

え
な
の
森
林
づ
く
り
推
進
委
員
会
に
参
加
し 

て
感
じ
る
こ
と
は
？

委
員
会
設
立
当
初
か
ら
林
業
団
体
（
林
業
経
営

者
協
会
）の
代
表
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。林
業
は
、

「
伐
っ
て
、（
材
を
）
出
し
て
、
植
え
る
」
こ
と
が

基
本
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
は
そ
れ
を
普
通

に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
残
念
だ
が
、
本

委
員
会
に
は
、
恵
那
市
の
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の

委
員
が
揃
っ
て
い
る
の
で
、
国
内
、
国
際
的
な
市

場
動
向
な
ど
も
踏
ま
え
て
、
地
域
の
課
題
と
そ
の

対
策
を
話
し
合
え
る
と
良
い
。

ま
た
、
新
た
な
森
林
経
営
管
理
制
度
、
森
林
環

境
譲
与
税
の
使
途
に
も
関
心
が
あ
り
、
期
待
も
し

て
い
る
。

 

Ｑ 

今
後
の
林
業
経
営
は
？

　
こ
れ
か
ら
の
林
業
は
、
路
網
の
整
備
と
機
械
化
抜

き
に
は
語
れ
ず
、
施
業
を
集
約
化
し
て
、
効
率
よ
く

素
材
生
産
を
行
う
こ
と
が
主
流
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

恵
南
森
林
組
合
の
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
の
施
業
提

案
を
受
け
、
所
有
林
の
一
部
（
ヒ
ノ
キ
60
年
生
、
約

1.2 

ha
）
に
つ
い
て
、
集
約
化
に
参
画
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。

　
前
回
の
間
伐
で
は
、
引
っ
張
り
だ
こ
（
簡
易
ウ
イ

ン
チ
）
を
駆
使
し
て
、
な
ん
と
か
自
分
で
搬
出
し
た

が
、
今
回
、
材
は
太
く
な
り
、
自
分
は
歳
を
と
り
、

自
伐
、
搬
出
は
困
難
と
考
え
て
い
た
。
そ
ん
な
時
、

タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
昔
か
ら
懇
意
に
し
て
い
る
施
業
プ

ラ
ン
ナ
ー
か
ら
森
林
経
営
計
画
策
定
の
説
明
を
受
け

た
。
特
に
自
力
に
よ
る
上
げ
荷
集
材
に
は
限
界
が
あ

り
、
森
林
組
合
へ
の
委
託
を
考
え
て
い
る
。

　
一
方
、
自
分
で
で
き
る
施
業
は
続
け
て
い
き
た
い
。

木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
所
有
者
が
森
林
に
関
心
を

持
ち
、
地
域
を
元
気
に
す
る
取
り
組
み
な
の
で
、
各

地
で
継
続
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

Ｑ 

今
後
の
抱
負
は
？

　
今
後
は
、
約
20 

ha
の
所
有
林
を
後
継
者
で
あ
る
同

居
の
長
男
に
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。
自
分
は
歳
を

取
っ
た
が
、
幸
い
な
こ
と
に
休
日
に
は
、
長
男
が
搬

出
作
業
な
ど
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

徐
々
に
小
型
機
械
の
操
作
な
ど
を
教
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
そ
の
長
男
は
「
親
父
の
よ
う
に
は
で
き
な
い
ぞ
」

が
口
癖
で
は
あ
る
が
、
定
年
退
職
後
は
そ
れ
な
り
に

家
業
と
し
て
引
き
継
い
で
く
れ
る
と
思
っ
て
い
る
。

平
成
25
年
度
全
国
林
業
経
営
推
奨
行
事
に
お
い

て
、
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
さ
れ
た
恵
那
市
明
智

町
の
寺
澤
俊
二
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
受
賞
後

も
継
続
し
て
自
伐
林
家
を
実
践
し
、
地
域
活
動
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ 

日
々
の
業
務
内
容
は
？

現
在
は
林
業
６
に
対
し
て
農
業
４
の
割
合
で
年

間
を
通
じ
て
従
事
し
て
い
る
。
親
の
代
か
ら
引
き

継
い
だ
田
、
畑
（
ナ
ス
）、
山
林
を
仕
事
の
場
と
し

て
い
る
。

林
業
は
道
づ
く
り
か
ら
間
伐
、
材
の
搬
出
ま
で

自
分
で
行
っ
て
い
る
。

Ｑ 

林
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

若
い
頃
か
ら
山
が
好
き
で
、
父
親
の
仕
事
を
よ

く
手
伝
っ
た
。
就
職
し
て
か
ら
も
土
日
、
休
日
を

利
用
し
て
造
林
か
ら
保
育
、
所
有
林
の
手
入
れ
を

し
て
き
た
。
定
年
退
職
か
ら
本
格
的
に
農
林
業
に

従
事
し
て
い
る
。

父
親
か
ら
引
き
継
い
だ
所
有
林
を
息
子
に
良
い

状
態
で
渡
し
た
い
、
そ
う
い
う
気
持
ち
で
い
る
。

Ｑ 

木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
状
況
は
？

地
元
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
や
ま
お
か
木
の
駅

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
実
行
委
員
会
の
副
委
員

長
を
務
め
て
い
る
。

ど
こ
の
地
域
で
も
そ
う
だ
が
、
当
初
は
競
う
よ

う
に
出
材
量
が
増
え
る
が
、
人
力
に
よ
る
搬
出
作

業
で
は
す
ぐ
に
頭
打
ち
に
な
る
。
自
分
は
道
を
作

り
、
小
型
運
材
車
（
や
ま
び
こ
）
を
使
用
し
て
い

る
の
で
最
も
出
材
量
が
多
い(

Ｈ
30
実
績
は
寺
澤
さ

ん
の
２
６
０
㎥
に
対
し
、
全
体
で
８
１
３
㎥)

。

地 域の人

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
7
３
ー
2
6
ー
1
1
1
1
内
線（
3
0
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　恵
那
農
林
事
務
所
ま
で

寺澤 俊二さん

自伐林家を実践する
林業経営者

【
恵
那
農
林
事
務
所

　
　
　林
業
普
及
指
導
員

　大
重
隆
太
郎
】

林業家

寺澤 俊二さん

自ら開設した森林作業道
（H29年度開設）

寺澤さん（事前調査中）

支障木を用いて架橋

恵那市立おさしま二葉こども園
　　　　　　　　　　恵那市長島町永田４４１番地１

木造化木の香る
ぎふの施設

78

施設の経緯
　おさしま二葉こども園は、近年の保育ニーズに対応するた
め、幼児教育・保育の充実を図ること、また、課題である老朽
化した既存こども園の保育環境の整備を行うことを主な目
的として建設しました。
　園児たちが安全かつ穏やかで落ち着いた気持ちで過ごせ
るように、園内の見通しが良い園舎の配置とし、恵那の自然、
山、川などと調和する外観としました。
　園舎の構造は、岐阜県の「木の香る快適な公共施設等整
備事業費補助金」を受けて、岐阜県産材をふんだんに使用し
た木造平屋建てとしました。明るく心地よい園舎で園児たち
がのびのびと育つことを期待しています。

ここに注目！！
　岐阜県の補助を受けて、３歳以上の園児が利用する机、椅
子も、木製のものを使用しています。柔らかな雰囲気の保育室
になっています。

利用者の様子
　園児たちは新しい園舎で、木のやさしさやぬくもりを感じな
がら毎日楽しく、元気に生活しています。

施設概要

事業主体 恵那市

事業年度 平成29年度・平成30年度

構造・
延床面積

木造
2,274.28㎡（補助対象2,231.22㎡）

施設用途 保育所型認定こども園

木材使用量
使用樹種

621.4㎥（うち県産材使用量　535.9㎥）
スギ・ヒノキ

株式会社　青島設計

30,000千円（木の香る快適な公共施設等整備事業）

797,318千円建築工事費

助 成 額

設 計 者

大井・恵中特定建設工事共同企業体

平成２９年６月２９日～平成３０年１０月３１日

施工業者

工　　期

■問い合わせ先
　恵那市教育委員会事務局幼児教育課
　ＴＥＬ 0573－26－2111

施設全景

３歳未満児保育室

３歳以上児保育室
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Ｑ 

自
伐
型
事
業
を
活
用
し
た
感
想
は
？

日
頃
か
ら
林
業
が
「
生
業
」
と
な
る
よ
う
に
、

と
願
っ
て
い
る
が
、
な
か
な
か
難
し
い
。
こ
の
県

単
事
業
は
大
変
有
難
く
、
創
設
と
同
時
に
活
用
し
、

平
成
29
年
度
は
保
育
間
伐
、
昨
年
度
か
ら
は
搬
出

間
伐
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
良
い
制
度
な
の
で
木

の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
仲
間
に
も
Ｐ
Ｒ
し
た
。

毎
年
、
補
助
申
請
な
ど
の
書
類
作
成
は
苦
労
し

て
い
る
が
、
関
係
者
に
助
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら

な
ん
と
か
実
施
し
て
い
る
。

Ｑ 

え
な
の
森
林
づ
く
り
推
進
委
員
会
に
参
加
し 

て
感
じ
る
こ
と
は
？

委
員
会
設
立
当
初
か
ら
林
業
団
体
（
林
業
経
営

者
協
会
）の
代
表
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。林
業
は
、

「
伐
っ
て
、（
材
を
）
出
し
て
、
植
え
る
」
こ
と
が

基
本
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
は
そ
れ
を
普
通

に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
残
念
だ
が
、
本

委
員
会
に
は
、
恵
那
市
の
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の

委
員
が
揃
っ
て
い
る
の
で
、
国
内
、
国
際
的
な
市

場
動
向
な
ど
も
踏
ま
え
て
、
地
域
の
課
題
と
そ
の

対
策
を
話
し
合
え
る
と
良
い
。

ま
た
、
新
た
な
森
林
経
営
管
理
制
度
、
森
林
環

境
譲
与
税
の
使
途
に
も
関
心
が
あ
り
、
期
待
も
し

て
い
る
。

 

Ｑ 

今
後
の
林
業
経
営
は
？

　
こ
れ
か
ら
の
林
業
は
、
路
網
の
整
備
と
機
械
化
抜

き
に
は
語
れ
ず
、
施
業
を
集
約
化
し
て
、
効
率
よ
く

素
材
生
産
を
行
う
こ
と
が
主
流
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

恵
南
森
林
組
合
の
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
の
施
業
提

案
を
受
け
、
所
有
林
の
一
部
（
ヒ
ノ
キ
60
年
生
、
約

1.2 

ha
）
に
つ
い
て
、
集
約
化
に
参
画
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。

　
前
回
の
間
伐
で
は
、
引
っ
張
り
だ
こ
（
簡
易
ウ
イ

ン
チ
）
を
駆
使
し
て
、
な
ん
と
か
自
分
で
搬
出
し
た

が
、
今
回
、
材
は
太
く
な
り
、
自
分
は
歳
を
と
り
、

自
伐
、
搬
出
は
困
難
と
考
え
て
い
た
。
そ
ん
な
時
、

タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
昔
か
ら
懇
意
に
し
て
い
る
施
業
プ

ラ
ン
ナ
ー
か
ら
森
林
経
営
計
画
策
定
の
説
明
を
受
け

た
。
特
に
自
力
に
よ
る
上
げ
荷
集
材
に
は
限
界
が
あ

り
、
森
林
組
合
へ
の
委
託
を
考
え
て
い
る
。

　
一
方
、
自
分
で
で
き
る
施
業
は
続
け
て
い
き
た
い
。

木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
所
有
者
が
森
林
に
関
心
を

持
ち
、
地
域
を
元
気
に
す
る
取
り
組
み
な
の
で
、
各

地
で
継
続
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

Ｑ 

今
後
の
抱
負
は
？

　
今
後
は
、
約
20 

ha
の
所
有
林
を
後
継
者
で
あ
る
同

居
の
長
男
に
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。
自
分
は
歳
を

取
っ
た
が
、
幸
い
な
こ
と
に
休
日
に
は
、
長
男
が
搬

出
作
業
な
ど
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

徐
々
に
小
型
機
械
の
操
作
な
ど
を
教
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
そ
の
長
男
は
「
親
父
の
よ
う
に
は
で
き
な
い
ぞ
」

が
口
癖
で
は
あ
る
が
、
定
年
退
職
後
は
そ
れ
な
り
に

家
業
と
し
て
引
き
継
い
で
く
れ
る
と
思
っ
て
い
る
。

平
成
25
年
度
全
国
林
業
経
営
推
奨
行
事
に
お
い

て
、
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
さ
れ
た
恵
那
市
明
智

町
の
寺
澤
俊
二
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
受
賞
後

も
継
続
し
て
自
伐
林
家
を
実
践
し
、
地
域
活
動
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ 

日
々
の
業
務
内
容
は
？

現
在
は
林
業
６
に
対
し
て
農
業
４
の
割
合
で
年

間
を
通
じ
て
従
事
し
て
い
る
。
親
の
代
か
ら
引
き

継
い
だ
田
、
畑
（
ナ
ス
）、
山
林
を
仕
事
の
場
と
し

て
い
る
。

林
業
は
道
づ
く
り
か
ら
間
伐
、
材
の
搬
出
ま
で

自
分
で
行
っ
て
い
る
。

Ｑ 

林
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

若
い
頃
か
ら
山
が
好
き
で
、
父
親
の
仕
事
を
よ

く
手
伝
っ
た
。
就
職
し
て
か
ら
も
土
日
、
休
日
を

利
用
し
て
造
林
か
ら
保
育
、
所
有
林
の
手
入
れ
を

し
て
き
た
。
定
年
退
職
か
ら
本
格
的
に
農
林
業
に

従
事
し
て
い
る
。

父
親
か
ら
引
き
継
い
だ
所
有
林
を
息
子
に
良
い

状
態
で
渡
し
た
い
、
そ
う
い
う
気
持
ち
で
い
る
。

Ｑ 

木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
状
況
は
？

地
元
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
や
ま
お
か
木
の
駅

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
実
行
委
員
会
の
副
委
員

長
を
務
め
て
い
る
。

ど
こ
の
地
域
で
も
そ
う
だ
が
、
当
初
は
競
う
よ

う
に
出
材
量
が
増
え
る
が
、
人
力
に
よ
る
搬
出
作

業
で
は
す
ぐ
に
頭
打
ち
に
な
る
。
自
分
は
道
を
作

り
、
小
型
運
材
車
（
や
ま
び
こ
）
を
使
用
し
て
い

る
の
で
最
も
出
材
量
が
多
い(

Ｈ
30
実
績
は
寺
澤
さ

ん
の
２
６
０
㎥
に
対
し
、
全
体
で
８
１
３
㎥)

。

地 域の人

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
7
３
ー
2
6
ー
1
1
1
1
内
線（
3
0
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　恵
那
農
林
事
務
所
ま
で

寺澤 俊二さん

自伐林家を実践する
林業経営者

【
恵
那
農
林
事
務
所

　
　
　林
業
普
及
指
導
員

　大
重
隆
太
郎
】

林業家

寺澤 俊二さん

自ら開設した森林作業道
（H29年度開設）

寺澤さん（事前調査中）

支障木を用いて架橋
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自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

　養老孟司（ようろうたけし）。東大卒の医学博士で解剖学の
権威。テレビや新聞でよく報道されるので名前は知っていた。
しかし、私とは住む世界が違うので、無縁の人。気にも掛けなかっ
た。ところが、そうではなかった。趣味が昆虫採集だと知ったか
らである。私と同じではないか。急に身近な人に思えてきた。
どんな人なのだろう。気むずかしい人ではないか。どんな虫が
好きなのだろう。しかし、一方では超多忙な人なので虫採りな
どには行けるはずがない。ただ昆虫が好きなだけなのだろう。
こんなことを思っているとき、某テレビが昆虫に熱中する養老孟
司博士（以下、博士）の姿を放映した。驚いた。ただの虫好き
人間ではなかった。箱根に博物館のような昆虫館を建て、ここ
で研究をされているスケールの大きな昆虫マニアだったからで
ある。テレビはその様子を次々と紹介した。

×　　×　　×　　×
　昆虫館は大きな建物であった。壁には整然と並ぶ昆虫標本箱。
その数、何百いや数千箱かも知れない。とにかく多かった。ど
の標本箱にも昆虫が入っていた。大型で綺麗な蝶や頑強なクワ
ガタムシやカミキリムシ、1㎝に満たない小さなものまで多種多
様であった。これが個人の昆虫標本室。一瞬、目を疑った。採
集用具もたくさんあった。大きさの違う捕虫網、これを着ける竿。
中には20ｍもあるような長い竿があった。外国の樹木は高いの
で、これくらいの長さが必要だとのこと。それにしてもこの竿
を高齢の博士が振り回すのだから、すごい体力だと思った。そ
の他にもいろいろな採集用具がたくさんあった。博士の採集に
対する執念が伝わってきた。隣の部屋は研究室。ここも、すごい。
画像が映し出される顕微鏡や写真撮影装置などの近代兵器？が
たくさんあり、この兵器を使って昆虫を調べて標本を作っている
という。これだったら、視力の悪化している私の目でも、よく見
えるとうらやましくなった。昆虫館の裏山には森林があり、その
周辺は草木が繁茂していた。博士はここを散策しながら昆虫を
観察し、時 ト々ラップを仕掛けて採集をしているという。この徹
底ぶり。すごいと思った。博士が好きなのは甲虫類。中でも好
きなのはゾウムシだと言われた。ゾウムシが好き。私と同じだ。
さらに身近な人に思え、嬉しくなった。いつか博士にお会いし、
ゾウムシの話を聞きたくなった。

×　　×　　×　　×
　そのチャンスが訪れた。5月に名古屋市で博士の講演会が開
催されたのである。会場は超満員。しかもその半数は婦人や子
供たち。昆虫マニア以外の人を引き寄せる博士。やはりすごい

人だ。講演前に虫友達のI氏と博士を訪ねた。「どうぞ、どうぞ」
といって笑顔で対応。気さくな方だった。博士が好きなのはヒ
ゲボソゾウムシの仲間。外見は同じに見えても地域によって微
妙に違い、何種類もいること。それに、たくさんいる所と全く
生息していない場所、つまり分布の
空白地帯があることだという。それで、
今は各地へ出かけ調べていると言わ
れた。この底知れぬパワー。やはり
すごい人だ。そして最後に博士は言
われた「珍しいゾウムシを採ったとき
の感激。最高ですね」。このひと言で
より身近な人となった。「採った！」と
私と同じように感激している博士が目
に浮かんできた。わずかであったが、
大変有意義な時間であった。

×　　×　　×　　×
　講演が始まった。演題は「昆虫採集を通して培う豊かな昆虫
人生」であった。まず博士は「私は4歳から虫が好きになり、今
でも追いかけています。まあ、むし馬鹿ですね」。この言葉か
ら始まった。皆は爆笑。和らいだ雰囲気になった。この日は子
供連れの婦人が多かったから、よく知られている虫の話から始
められた。語りかけるような話しぶりが、皆を引きつけた。拍
手と笑いの連続であった。途中で退席する人はいなかった。時々、
博士は質問を受けて、それに答えられた。これが面白かった。
その中の一つ。ある婦人が「息子が虫採りに夢中で、勉強をし
ないので困っています。どうしたら嫌いになるでしょうか」。「そ
れはあなたが馬鹿。頭の中を改革しなさい」と博士。またある
婦人は「うちの息子を昆虫学者にしたいのですが、どのような
勉強をさせればよいのでしょうか」。「あなたも馬鹿。親が口を
出すべきではない。息子が自分で決める」。こうした類のもの
が多かった。どれも物足りない回答のように思えたが、博士の
人徳なのか皆は納得。やはり博士はすごい。また、博士は「虫
好き人間で悪の道へ走ったものはいない。だから虫採りはさせ
てください」と言われた。そう言えば私も聞いたことがない。
何故だ。ふと思った。これは虫の魔力だ。しかし、まてよ。虫
マニアは欲しい虫があると相手をペテンにかけて手に入れるし、
逆にだまし取られることもある。これが横行している。そうな
ると虫マニアは詐欺師の集団だ。と変なことを思い笑えてきた。
会場では博士の話が続いていた。

－ ゾウムシ大好き養老孟司、ヒゲボソゾウムシ － 【第338回】

▲ヒゲボソゾウムシの一種
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国
有
林
の
現
場
か
ら

35

二
ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
実
態
を
探
れ
！

〜
岐
阜
県
の
森
林
下
層
植
生
調
査
へ
の
協
力
〜

　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
農
林
業
へ
の
被
害

は
、
シ
カ
の
生
息
範
囲
の
広
域
化
、
捕
獲

事
業
者
の
減
少
を
背
景
と
し
て
、
よ
り
深

刻
化
を
増
し
て
い
ま
す
。
国
有
林
に
お
い

て
も
、
伐
採
跡
地
や
造
林
さ
れ
た
ば
か
り

の
幼
齢
造
林
地
な
ど
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
集

ま
り
や
す
く
、
植
栽
さ
れ
た
苗
木
へ
の
被

害
の
広
が
り
が
主
伐
・
再
造
林
へ
の
大
き

な
障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
野
生
鳥
獣
の
保
護
と
管
理

等
に
つ
い
て
定
め
る
「
鳥
獣
の
保
護
及
び

管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法

律
」
を
所
管
す
る
岐
阜
県
で
は
、
捕
獲
・

被
害
防
除
・
生
息
環
境
管
理
等
の
各
種
対

策
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
る
農
作
物
被
害

額
の
低
減
を
目
指
し
「
第
二
種
特
定
鳥
獣

管
理
計
画
（
以
下
、「
特
定
計
画
」）」
が
策

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
特
定
計
画
が
目

指
す
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
科
学
的
管
理
や
総
合

的
管
理
を
行
う
た
め
に
は
、
適
切
に
対
象

動
物
の
個
体
群
や
被
害
、
生
息
地
の
状
況

を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
岐
阜
県
に
お
い
て
は
、
兵
庫

県
立
大
学
の
藤
木
大
介
先
生
に
よ
り
開
発

さ
れ
た
「
森
林
下
層
植
生
衰
退
度
ラ
ン
ク

（S
hrub-layer decline rank ;S

D
R

）
調

査
」
が
、
民
有
林
と
国
有
林
と
の
協
力
、

連
携
の
も
と
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｓ
Ｄ
Ｒ
調
査
」
は
、
森
林
施
業
や
生
育

条
件
に
影
響
を
受
け
に
く
い
落
葉
広
葉
樹

の
森
林
内
を
調
査
対
象
に
し
て
実
施
し
ま

す
。
下
層
植
生
の
衰
退
の
程
度
を
森
林
生

態
系
の
衰
退
の
簡
易
な
指
標
と
し
て
用
い
、

ま
た
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
利
用
し
た
簡

易
な
目
視
調
査
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
広

域
か
つ
多
地
点
の
調
査
を
、
少
な
い
労
務

で
行
え
る
と
い
う
長
所
が
あ
り
ま
す
。

●
今
回
の
調
査

　

こ
れ
ま
で
に
、平
成
26
、28
年
度
の
２
回
、

調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
の
調
査
で

３
回
目
と
な
り
ま
す
。
岐
阜
県
全
体
で
は
、

約
３
８
０
地
点
（
メ
ッ
シ
ュ
）
も
の
調
査

箇
所
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
約
70
地

点
が
国
有
林
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

岐
阜
、
飛
騨
、
東
濃
の
県
内
３
森
林
管
理

署
が
調
査
に
全
面
的
に
協
力
を
し
て
い
ま

す
。

 

●
調
査
の
難
し
さ

　
「
Ｓ
Ｄ
Ｒ
調
査
」
は
、
前
述
の
と
お
り
簡

易
な
目
視
調
査
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

故
に
、
実
際
に
調
査
を
行
う
森
林
官
に
と
っ

て
は
判
断
に
迷
う
場
合
も
あ
り
得
ま
す
。

そ
の
た
め
、
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前

に
県
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
目
あ
わ
せ
」
の

た
め
に
現
地
説
明
を
お
願
い
し
、
森
林
官

毎
で
調
査
の
結
果
に
差
が
生
じ
な
い
よ
う

な
配
慮
も
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
目
視
調

査
で
は
あ
る
も
の
の
、『
サ
サ
の
被
度
、
低

木
の
被
度
、
シ
カ
の
痕
跡
の
有
無
等
を
（
総

合
的
に
）
確
認
し
て
ラ
ン
ク
を
決
め
る
た

め
、
ラ
ン
ク
の
（
見
本
の
）
写
真
は
参
考

程
度
に
し
て
ほ
し
い
』
と
い
っ
た
ご
指
導

も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

●
最
後
に

　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
食
害
防
除
対
策
に
は
決
定

打
と
い
え
る
も
の
が
な
い
の
が
現
状
で
す

が
、
今
後
も
、
民
国
の
関
係
者
が
知
恵
を

出
し
合
い
、
地
域
一
体
と
な
っ
た
ニ
ホ
ン

ジ
カ
対
策
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
、

今
回
の
調
査
は
、
民
国
が
一
丸
と
な
っ
た

ニ
ホ
ン
ジ
カ
食
害
防
除
対
策
の
た
め
の
、

重
要
な
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

参
考
文
献
：
岐
阜
大
学
附
属
野
生
動
物
管
理
学

研
究
セ
ン
タ
ー
作
成
「
森
林
下
層
植
生
衰
退
度

ラ
ン
ク
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

（
岐
阜
森
林
管
理
署
）

▲（参考）ＳＤＲ：Ｄ１の国有林（高山市清見町）

▲ＳＤＲ調査地点の設定（5×5kmメッシュ）
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治
山
、
林
道
の
各
研
究
会
で
は
、
日
頃
の
業
務
で
直
面
す
る
課
題
に

つ
い
て
、
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
２
月
に
行
わ
れ
た
発

表
会
で
発
表
さ
れ
た
研
究
課
題
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
お
け
る
林
道
被
災
状
況

及
び
過
去
の
大
災
害
と
の
比
較
・
検
証

飛
騨
農
林
事
務
所
林
業
課

　
　徳
川

　隆
之

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
７
ー
３
３
ー
１
１
１
１
内
線（
４
９
４
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
飛
騨
農
林
事
務
所
林
業
課
ま
で

森
林
研
究
所
●
渡
邉

　仁
志

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

コ
ン
テ
ナ
苗
に
よ
る
下
刈
り
軽
減
を
考
え
る

【
Ａ
ラ
ン
ク
】例
え
ば
過
去
に
被
災
し
た
路
側
構

造
物
の
袖
部
が
被
災
す
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
す
。

こ
れ
は
、
過
去
に
被
災
し
た
際
の
復
旧
時
に
申

請
し
た
延
長
が
真
に
必
要
な
延
長
よ
り
短
か
っ

た
た
め
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

災
害
発
生
か
ら
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
も
設

計
書
を
十
分
精
査
す
る
こ
と
、
ま
た
職
員
の
技

術
の
研
鑽
が
必
要
で
す
。

【
Ｂ
ラ
ン
ク
】原
形
復
旧
を
基
本
と
す
る
災
害
復

旧
事
業
に
お
い
て
、
再
度
被
災
を
防
ぐ
た
め
の

対
策
ま
で
を
申
請
す
る
の
が
困
難
な
た
め
、
通

常
時
の
改
良
事
業
な
ど
で
対
策
す
る
の
が
相
応

と
み
な
さ
れ
る
ケ
ー
ス
で
す
。

　

公
共
・
県
単
事
業
の
計
画
策
定
を
行
う
際
、

路
線
選
定
の
参
考
と
し
ま
す
。

【
Ｃ
ラ
ン
ク
】河
川
沿
い
の
林
道
で
、
河
川
の
増

水
に
よ
り
路
側
構
造
物
が
被
災
す
る
よ
う
な

ケ
ー
ス
で
す
。
線
形
を
見
直
す
な
ど
根
本
的
な

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

費
用
対
効
果
か
ら
林
道
の
必
要
性
を
含
め
て

の
検
討
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

過
去
の
大
災
害
と
の
比
較
・
検
証（
繰
り
返
し

被
災
し
て
い
る
路
線
、
箇
所
が
あ
る
）

　

管
内
で
は
平
成
26
年
８
月
、
平
成
16
年
10
月

に
も
台
風
な
ど
に
よ
る
豪
雨
で
大
き
な
災
害
が

あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
災
害
と
こ
れ
ら
２
つ
の

大
災
害
で
被
災
し
た
箇
所
の
位
置
図
を
重
ね
合

わ
せ
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
今
回
被
災
し
た
51
路

線
の
内
、
26
年
災
で
被
災
し
た
路
線
が
12
、
16

年
災
で
被
災
し
た
路
線
が
13
あ
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
同
じ
箇
所
で
被
災
し
た
ケ
ー
ス
が
、
26

年
災
で
３
箇
所
、
16
年
災
で
５
箇
所
あ
り
ま
し

た
。

　

繰
り
返
し
被
災
し
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
分

析
す
る
と
、
河
川
の
氾
濫
や
山
腹
崩
壊
に
よ
る

被
災
と
い
っ
た
大
規
模
な
箇
所
は
少
な
く
、
標

準
的
な
工
法
で
復
旧
可
能
な
箇
所
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た

繰
り
返
し
の
被
災
は
、
何
ら
か
の
対
策
に
よ
り

未
然
に
防
ぐ
、
あ
る
い
は
規
模
を
低
減
で
き
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

被
災
箇
所
を
対
策
ラ
ン
ク
別
に
分
類
し
対
策
を

検
討

　

そ
こ
で
、
被
災
箇
所
を
次
の
３
つ
の
対
策
ラ

ン
ク
別
に
分
類
す
る
こ
と
で
、
対
策
の
検
討
に

役
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
考
え
ま
し
た
。

　

飛
騨
農
林
事
務
所
管
内
の
２
市
１
村
の
林
道

の
被
災
状
況
は
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

平
成
30
年
７
月
豪
雨
の
概
要

　

昨
年
６
月
末
か
ら
７
月
初
め
に
か
け
て
、
梅

雨
前
線
の
影
響
に
よ
る
豪
雨
の
た
め
、
西
日
本

を
中
心
に
大
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
岐
阜
県

に
お
い
て
も
、
県
内
に
36
あ
る
ア
メ
ダ
ス
の
観

測
地
点
の
内
、
16
の
地
点
で
72
時
間
の
雨
量
が

観
測
史
上
１
位
、
３
地
点
で
は
累
積
雨
量
が

１
０
０
０
ミ
リ
を
超
え
る
な
ど
記
録
的
な
雨
量

と
な
り
、
各
地
で
土
砂
崩
れ
や
河
川
の
氾
濫
が

相
次
ぎ
、
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

被災直後の林道（飛騨市内）

H30年7月豪雨 飛騨農林事務所管内林道被災状況

Ａ
ラ
ン
ク
…
災
害
復
旧
事
業
で
対
策
可
能

Ｂ
ラ
ン
ク
…
林
道
事
業
で
対
策
可
能

Ｃ
ラ
ン
ク
…
林
道
事
業
で
対
策
困
難

市 村
路線数 被災

箇所数
査定延長
（ｍ）

査定事業費
（千円）全数 被災路線

高山市 275 31 44 1,104 217,659

飛騨市 115 19 39 1,365 260,307
白川村 14 1 1 10 1,829

計 404 51 84 2,479 479,795
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森
林
研
究
所
●
渡
邉

　仁
志

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

コ
ン
テ
ナ
苗
に
よ
る
下
刈
り
軽
減
を
考
え
る

　

再
造
林
を
低
コ
ス
ト
か
つ
確
実
に
実
施

す
る
た
め
、
「
初
期
成
長
に
優
れ
た
」
コ

ン
テ
ナ
苗
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
全
国
一
斉
調
査
の
結
果
、

現
在
の
コ
ン
テ
ナ
苗
に
は
、
裸
苗
に
比
べ

初
期
成
長
の
優
位
性
が
な
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
当
所
で
は
育

苗
時
の
培
土
に
混
入
す
る
肥
料
（
元
肥
）

を
工
夫
し
て
苗
木
の
品
質
を
向
上
さ
せ
る

研
究
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
効
力
の
長
い
肥
料
を
元
肥
に
用
い
た

ヒ
ノ
キ
実
生
コ
ン
テ
ナ
苗
に
よ
る
、
成
長

促
進
と
下
刈
り
期
間
短
縮
の
効
果
に
つ
い

て
報
告
し
ま
す
。

元
肥
を
工
夫
し
た
苗
木
の
成
長

  

育
苗
時
の
一
年
間
と
植
栽
後
の
一
年
間

効
力
が
あ
る
肥
料
を
元
肥
に
し
た
培
土

で
、
ヒ
ノ
キ
の
一
年
生
稚
苗
を
育
成
し
、

二
年
生
コ
ン
テ
ナ
苗
を
試
作
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
下
呂
市
内
の
皆
伐
跡
地
に
植
栽

し
て
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
植
栽
一
～
二
年

目
の
コ
ン
テ
ナ
苗
の
樹
高
成
長
量
は
、
裸

苗
よ
り
も
高
い
水
準
で
し
た
（
図
１
）
。

こ
れ
は
根
鉢
に
残
留
し
た
元
肥
の
効
果
に

よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

の
結
果
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
樹
高
は
、
植
栽

か
ら
三
年
後
に
は
約
三
三
㎝
、
四
年
後
に

は
約
四
〇
㎝
、
裸
苗
を
上
回
っ
て
お
り
、

か
つ
両
苗
間
の
樹
高
差
は
小
さ
く
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

下
刈
り
期
間
へ
の
影
響

  

植
栽
当
年
か
ら
下
刈
り
を
四
年
間
行
っ

た
結
果
、
こ
の
造
林
地
の
主
な
雑
草
木
は

ス
ス
キ
（
平
均
草
丈
一
六
〇
㎝
）
と
落
葉

低
木
の
ト
サ
ミ
ズ
キ
（
平
均
樹
高
一
五
〇

㎝
）
に
な
り
ま
し
た
。
五
年
目
夏
期
に
雑

草
木
と
の
競
合
状
態
を
調
査
す
る
と
、

被
圧
さ
れ
た
苗
木
は
、
コ
ン
テ
ナ
苗
区

（
平
均
樹
高
二
五
七
㎝
）
、
裸
苗
区
（
同

二
一
九
㎝
）
と
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
五
年
目
の
下

刈
り
は
両
区
と
も
必
要
な
い
と
判
断
で
き

ま
す
。

　

雑
草
木
の
構
成
（
種
類
や
量
）
が
五
年

目
と
同
じ
だ
っ
た
と
し
て
、
四
年
目
の
状

態
を
推
定
し
ま
し
た
。
裸
苗
区
（
平
均
樹

高
一
五
四
㎝
）
で
は
、
雑
草
木
に
被
圧
さ

れ
た
苗
木
が
六
五
％
に
達
し
て
い
た
（
図

２
ａ
）
こ
と
か
ら
、
四
年
目
の
下
刈
り
は

必
要
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
方
、

コ
ン
テ
ナ
苗
区
（
平
均
樹
高
一
八
七
㎝
）

で
は
、
被
圧
さ
れ
た
苗
木
の
割
合
が
低
く

（
図
２
ａ
）
、
そ
れ
を
被
圧
し
て
い
る
雑

草
木
に
高
木
性
種
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

（
図
２
ｂ
）
た
め
、
四
年
目
の
下
刈
り
を

省
略
で
き
た
可
能
性
が
あ
り
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、
こ
の
造
林
地
で
は
、
元
肥
を

工
夫
し
た
ヒ
ノ
キ
・
コ
ン
テ
ナ
苗
に
よ
っ

て
、
下
刈
り
期
間
を
一
年
間
短
く
す
る
こ

と
が
で
き
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

◆
　

◆
　

◆
　

◆
　

◆

　

今
後
は
、
育
苗
時
に
お
け
る
更
に
効
果

の
高
い
施
肥
条
件
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
雑
草
木
の
構
成
に
よ
り

苗
木
へ
の
影
響
が
違
っ
て
き
ま
す
。
雑
草

木
の
タ
イ
プ
分
類
と
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た

下
刈
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
検
討
が
必
要
で

す
。

図１ 苗種別の年樹高成長量（↑上）
図２ 苗木と雑草木の競合状態（a）および雑草木の構成（b）（←左）
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普及コーナー

市町村林務担当職員研修
～森林経営管理制度の適正な運用に向けて～

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５ 

内
線（
７
０
３
）

　
　
　
　
　  

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
ま
で

■岐阜県立森林文化アカデミー森林技術開発・支援センター　　
林業普及指導員　下野 俊彦

【
手
続
き
】

　

森
林
経
営
管
理
制
度
を
運
用
す
る
た
め

の
流
れ
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
図
―
２
）

①
森
林
所
有
者
の
意
向
調
査
等
の
実
施

②
意
向
調
査
等
に
基
づ
く
経
営
管
理
権
の
設

定
③
市
町
村
に
よ
る
森
林
経
営
管
理（
直
営
・

再
委
託
）の
実
施

市
町
村
林
務
担
当
職
員
研
修

　

市
町
村
が
、
森
林
経
営
管
理
制
度
を
適
正

に
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
県
で

は
、
６
月
か
ら
森
林
経
営
管
理
制
度
実
務
者

を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

森
林
経
営
管
理
法

　

平
成
31
年
4
月
1
日
に
森
林
経
営
管
理

法
が
施
行
さ
れ
、
地
域
の
森
林
管
理
に
対
す

る
市
町
村
の
責
務
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
今
年
度
か
ら『
森
林
環
境
譲
与

税
』の
譲
与
が
始
ま
り
、
市
町
村
が「
森
林
の

適
正
な
経
営
管
理
」を
行
う
た
め
の
財
源
と

し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

森
林
経
営
管
理
制
度

【
概
要
】

　

森
林
経
営
管
理
制
度
に
お
け
る
市
町
村

の
役
割
は
、
長
期
間（
10
年
以
上
）、
森
林
経

営
が
行
わ
れ
て
い
な
い
森
林
に
つ
い
て
、

①
森
林
所
有
者
の
委
託
等
を
受
け
て
、
市
町

村
自
ら
が
経
営
管
理
を
行
う

②
市
町
村
が「
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経

営
者
」に
対
し
て
再
委
託
を
行
う
も
の
で

す
。（
図
―
１
）

　

こ
れ
ま
で
の
開
催
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
第
１
回
・
第
２
回
】

　

６
月
５
日
、
６
日
に
林
野
庁
森
林
利
用
課

中
山
課
長
補
佐
、
室
木
係
長
を
招
い
て
、
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、「
森
林
経
営
管
理
制
度
及
び
森

林
環
境
税
・
森
林
環
境
譲
与
税
」「
森
林
経
営

管
理
制
度
に
係
る
事
務（
基
本
編
）」に
つ
い

て
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、「
意
向
調
査
実
施
区
域
の
エ

リ
ア
分
け
」「
意
向
調
査
を
実
施
す
る
森
林

の
具
体
的
検
討
」「
経
営
管
理
権
集
積
計
画

の
作
成
の
検
討
」に
つ
い
て
演
習
を
行
い
ま

し
た
。

【
第
３
回
】

　

７
月
12
日
に「
意
向
調
査
実
施
を
想
定
し

た
課
題
整
理
」「
中
津
川
市
の
取
組
事
例
の

紹
介
」「
法
律
の
専
門
家
か
ら
み
た
所
有
者

探
索
」に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

▲図－１　市町村の役割

▲図－２　森林経営管理制度の概要

▲写真１　ワークショップ
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普及コーナー

市町村林務担当職員研修
～森林経営管理制度の適正な運用に向けて～

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５ 

内
線（
７
０
３
）

　
　
　
　
　  

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
ま
で

■岐阜県立森林文化アカデミー森林技術開発・支援センター　　
林業普及指導員　下野 俊彦

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
終
了
後
、
市
町
村
が

森
林
経
営
管
理
制
度
に
ど
の
よ
う
に
向
き

合
っ
て
い
く
の
か　

に
つ
い
て
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

②
林
地
台
帳
整
備
・
分
析
か
ら
見
え
た
森
林

所
有
者
の
現
状

　

中
津
川
市
林
業
振
興
課　

内
木
統
括
主

幹
か
ら
は
、
平
成
30
年
度
に
意
向
調
査
の

事
前
準
備（
図
―
３
）と
し
て
取
り
組
ん
だ

「
林
地
台
帳
の
林
小
班
の
地
番
整
理
」の
な

か
で
、
次
の
よ
う
な
場
合
が
あ
り
、
所
有
者

確
認
に
は
課
題
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

●
登
記
上
は「
原
野
」な
ど「
山
林
」以
外
の
地

目
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

●
登
記
情
報
が
な
い
地
番
が
存
在
す
る
。

●
１
筆
に
二
つ
の
地
目
が
存
在
し
て
い
る
。

●
登
記
情
報
だ
け
で
は
、
相
続
手
続
が
行
わ

れ
て
い
な
い
場
合
や
、
分
譲
地
等
が
あ
り
、

真
の
所
有
者
に
た
ど
り
着
く
こ
と
は
難
し

い
。

追
っ
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
所
有
者
不
明
」の
意
味
及
び
法

的
に
責
任
を
問
わ
れ
な
い
探
し
方
に
つ
い

て
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
の
研
修
内
容

　

市
町
村
が
森
林
経
営
管
理
制
度
を
運
用

し
て
い
く
に
あ
た
り
、
林
業
の
専
門
分
野

で
活
躍
し
て
い
る『
岐
阜
県
地
域
森
林
監
理

士
』の
紹
介
、
法
律
上
の
課
題
に
直
面
し

た
と
き
、
内
容
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
士

業（
弁
護
士
な
ど
の
有
資
格
者
）に
相
談
す

れ
ば
よ
い
の
か　

な
ど
に
つ
い
て
研
修
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

最
後
に一言

　

森
林
経
営
管
理
制
度
が
適
正
に
運
用
で

き
る
よ
う
に
、
林
業
普
及
指
導
員
が
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
相
談
を
し
て
く

だ
さ
い
。

①
意
向
調
査
実
施
を
想
定
し
た
課
題
整
理

　

参
加
し
た
27
市
町
村
が
４
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、「
意
向
調
査
実
施
を
想
定
し
た
課

題
整
理
」に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

い
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
活
発
に
意
見
交

換
が
行
わ
れ
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

意
向
調
査
を
行
う
エ
リ
ア
の
決
定

ア
地
籍
調
査
が
完
了
し
て
い
る
エ
リ
ア
か
ら

モ
デ
ル
的
に
実
施
す
る
。

イ
航
空
写
真
・
公
図
・
森
林
計
画
図
を
活
用

し
、
区
域
を
選
定
す
る
。

ウ
人
家
・
国
道
な
ど
保
全
対
象
か
ら
近
く
、

「
災
害
防
止
地
域
」を
優
先
的
に
進
め
る
。

エ
相
続
な
ど
課
題
が
あ
る
地
域
に
つ
い
て

は
、
慎
重
に
進
め
る
。

オ
よ
く
わ
か
ら
な
い
な
か
で
取
り
組
む
と

問
題
が
起
き
る
の
で
、
し
っ
か
り
と
情
報

を
整
理
し
た
う
え
で
意
向
調
査
に
取
り
組

む
。

意
向
調
査
の
結
果

ア「
市
町
村
に
貰
っ
て
ほ
し
い
」と
返
っ
て
き

た
ら
、
対
応
で
き
な
い
。

イ
意
向
調
査
実
施
後
、
境
界
確
定
を
誰
に
お

願
い
し
た
ら
よ
い
か
が
分
か
ら
な
い
。

そ
の
他

ア
方
針
や
や
り
方
を
決
め
る
専
任
者
が
欲
し

い
。

イ
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
外
部
か
ら
の
支
援
を

受
け
ら
れ
る
の
か
が
分
か
ら
な
い
。

③
森
林
経
営
管
理
法
を
実
践
す
る
際
の
留
意

点
～
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
で
で
き
る
所
有
者
確

認
作
業
～

　

森
林
経
営
管
理
法
に
詳
し
い
品
川
弁
護
士

か
ら
、「
森
林
経
営
管
理
法
」を
運
用
し
て
い

く
と
き
に
注
意
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
講
義

が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
意
向
調
査
を
行
う
に
あ
た
り
、

面
倒
で
も
、
真
の
森
林
所
有
者
を
探
索
す
る

こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
所
有
者
探
索

を
や
ら
な
か
っ
た
場
合
の
リ
ス
ク
に
つ
い

い
て
、
弁
護
士
の
視
点
か
ら
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
所
有
者
探
索（
相
続
人
探
索
を

含
む
。）を
行
う
際
の
手
順
や
テ
ク
ニ
ッ
ク

に
つ
い
て
、
実
際
の
事
例
を
も
と
に
順
を

（１）森林計画図（林班図）と地番参考図を重ね合わせ、
林小班にかかる筆を抽出して［林地内抽出筆一
覧］を作成

（２）「林地内抽出筆一覧」において、地番の抽出間違
い又は漏れ等が無いか精査し、［林地筆一覧］を
作成

（３）「林地筆一覧」の所在地番が一致する登記簿情報
の所有者情報（氏名・住所）を付与し、［林地所
有者一覧 登記 ］を作成

（４）林地台帳（中津川市版）の作成

図－３ 意向調査の事前準備作業フロー

（１）林地内筆抽出
【林地内抽出筆一覧】

（２）林地内筆抽出検証
【林地筆一覧】

（３）所有者情報付与 登記
【林地所有者一覧 登記 】

（４）林地台帳中津川市版の
作 成

（氏名・住所）

▲【図―３　意向調査事前準備取組フロー図】

▲写真３　品川弁護士講義写真

▲写真２　中津川市の取組紹介
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 保安林における制限

　保安林は、森林の機能を維持増進するために、治山事業による森林整備や高率の補助制度が適用されています。
　一方、立木の伐採方法や植栽の義務など森林内の作業行為に制限が課せられており、制限内容に応じて税制上の優遇措置がされ
ています。
　今回は、立木の伐採の制限について説明します。

～立木の伐採の制限～
必ず事前の手続きが必要です

手   続   期   間

－　

伐採を開始する日の30日前までに申請

伐採を開始する日の90日から20日前までに届出

皆伐限度面積の公表の日（年４回）から30日以内に申請

伐採を開始する日の90日から20日前までに届出

提 出 先

－

県農林事務所

県農林事務所

県農林事務所

市町村

手 続 き 方 法

伐採は禁止

天然林は許可が必要

人工林は届出が必要

許可が必要

届出が必要

⑴ 主伐（択伐・皆伐）は、市町村森林整備計画で定める標準伐期齢に満たない立木は伐採できません。
⑵ 皆伐限度面積の公表の日は、２月１日、６月１日、９月１日、１２月１日（土日を除く。）の年４回です。
⑶ 間伐は、樹冠疎密度（林地面積に対する立木の樹冠投影面積との比率）が８０％に達していない森林では行うことは

できません。

伐採方法

禁　　伐

間　　伐

皆　伐

択　伐
主　伐

注意事項

伐採の制限について

伐採をする場合は、許可又は届出など事前の手続が必要です。また、皆伐を行う場合は、伐採現場に伐採旗の設置が必要となります。
詳細は、各県農林事務所にお問い合わせください。

【治山課　吉田達也】

【環境企画課　大島、奥中】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-1111内線（2698） 環境企画課自然公園係まで

白山国立公園の登山道を「地道に」工事中

　岐阜県から白山に登るには、
①郡上市白鳥町の石徹白登山口から登るルート、
②白川村の真ん中辺り、白水湖から登る平瀬道、
③白山白川郷ホワイトロードから三方岩岳に登る３ルートがあります。
　自然公園係ではそれぞれの登山道で工事を行っており、その一部を紹介します。

❶石徹白登山道（郡上市白鳥町）
　地区の会合に出席し、昨年の台風で倒れて登山道をふさいでいる倒木を除去し
てほしいと要望があり、倒木除去作業を行いました。また、７月には地域の方々と
一緒に外来植物（オオバコ等）除去作業で汗を流しました。登山口から４２０段の階段を登ると特別天然記念物いと
しろ大杉、２時間ほど歩くと県管理の神鳩避難小屋があります。

❷平瀬道（白川村）
　平瀬道（白山大白川線歩道）は昭和６３年に岐阜県が整備し、丸太階段の老朽化等のため、平成２７年度から改修
工事を行っています。改修工事は今年度が最終年度で、大倉山避難小屋（登山口から約２時間半）も一部修繕を予定
しています。

❸三方岩岳登山道（白山白川郷ホワイトロード）
　正式名称は白山北山稜線登山道で、昭和５９年に岐阜県が整備し、同じく老朽化等のため、昨年度に調査測量設計
を行い、今年度は駐車場から三方岩岳までの登山道の改修工事を行います。人気のある登山道のため工事中は誘導員
を立てて通行止めにはせず、三方岩岳の展望場所と山頂の看板は新しいものに付け替えます。こちらは１時間程度の
登山ですので、秋の行楽シーズンには白山登山に出かけてみてはいかがでしょうか。

神鳩避難小屋。昨年度に避雷針を修繕
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● C O L U M N

 この度、新規採用で入庁し、恵みの森づくり推進課に配属されました。この原
稿を書いているのは7月なので、社会人になり、早くも４か月目を迎えたことに
なります。つい先日、地方公務員採用試験の一次結果が出たと聞き、試験に対
する不安な気持ちでいっぱいだったのはもう1年も前のことなのかと、時の流れ

を感じました。
 私の担当は、主に地域活動支援事業の支援と清流の国ぎふ森林・環境税の周知を目的とした
県民フォーラムの開催です。まだまだ学ぶことが多いですが、上司の方々にご指導いただきな
がらなんとか業務をこなせているのではないかなと思います。来年には後輩たちが入ってくるこ
とになりますので、1年間で様々な業務に対する取り組み方を学び、教えていただいたことを
しっかり自分のものにできるよう、日々精進していきたいと考えています。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム
10月1日発行

イベント情報

わがまちの森林・環境行政（34）

市況情報 その他

連載
●山の歳時記（170）
●山のおじゃまむし（339）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

10月号
予定

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（79）

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（81）

森の名手・名人

「森林のたより」編集委員　長谷川 彩

～電気事故防止のお願い！！～
伐採作業をされるみなさまへ伐採作業をされるみなさまへ

◆送電線は、直接電線に触れなくても感電します。送電線の近くで伐採または集運材
索道架設作業等をされる場合は、事前に最寄りの事業所までご連絡ください。

◆万が一、送電線の上に倒してしまった場合は、電線に接触している木や、切れた電線
には絶対に触らないで、その場から離れて、最寄りの事業所までご連絡ください。

◆事故が発生しますと、尊い人命が奪われます。また、停電により多くのお客さまにご
迷惑をかけることとなり、起因者に対する補償問題にも発展します。

※窓口は月～金曜日（祝日および年末年始除く）の8:30～17:10とさせていただいておりますので、連絡はお早めにお願いいたします。

岐阜電力センター送電課 TEL（058）272ー3222岐阜市、羽島市、羽島郡、本巣市、瑞穂市、山県市、美濃市、関市
各務原市、大垣市、安八郡、揖斐郡、不破郡、養老郡、海津市

加茂電力センター送電課 TEL（0574）28ー1504美濃加茂市、関市、美濃市、郡上市、加茂郡、可児市、多治見市
恵那市、土岐市、瑞浪市、中津川市、可児郡御嵩町

飛騨電力センター送電課 TEL（0576）62ー3953高山市、下呂市、飛騨市、大野郡白川村
富山県南砺市（一部）

連 絡 先事 業 所 名 主 な 管 轄 区 域

岐阜県内の送電線を
保守する電力会社

●中部電力株式会社
●関西電力株式会社

●北陸電力株式会社
●電源開発株式会社

※付近に送電線があることを下記に連絡していただければ、管轄する電力会社にて対応させていただきます。

中部電力の連絡先

森林・林業関係イベントカレンダー（10月）
開催日 行事名等 内　容　等 開催場所

問い合わせ先

林業者向け

機械集材装置
運転業務特別教育

●講習時間： 2日 8:50～16:00 学科
　　　　　　 3日 8:30～17:30 実技
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：17,500円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

林材業労災防止協会岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

2日（学科）ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）
3日（実技）美濃市曽代地内(予定)10月2日㈬～

10月3日㈭

刈払機取扱作業者
安全衛生教育 林材業労災防止協会岐阜県支部

電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）

10月10日㈭

10月29日㈫～
10月30日㈬

●講習時間： 29日 9:00～16:00 学科
　　　　　　 30日 8:30～17:30 実技
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：48,400円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。学
科及び実技一部免除者を含む。実技講習は10名単
位の開催となりますので実技受講者が20名以上の
場合は翌日になりますのでお問合せ下さい。）

林材業労災防止協会岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

29日（学科）ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）
30日（実技）中津川市地内山林(予定)

簡易架線集材等
機械の運転業務
特別教育

●講習時間：  9:20～15:00 学科
　　　　　　15:00～16:30 実技
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,550円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）
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市況

木 材 用 語 一 口 メ モ

外材市況（ 7月期）

樹　種 樹　種規　　格 価格 規　　格 価格

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）

米　栂
米ひば

ヘム（アラスカ産）

ポール

299

310

306

320
日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

（単位：円）

1㎥当り（価格単価：100円）

製品卸売標準価格（7月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱

間柱

土台

柱

柱

前月
比較等級

長 巾 高

寸法（mm） m3当り
価　格

3000

3000

4000

3000

3000

6000

3000

3000

65,000

65,000

65,000

60,000

65,000

120,000

61,000

61,000

→

→

→

→

→

→

→

→

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

105

105

105

120

120

120

105

120

105

30

105

120

120

120

105

120

１等

１等

特等

特等

特等

国産５層

国産５層

（東濃桧）
特等

　水上げによる干割れが危惧され、スギ、ヒノキ良材は弱含み。スギ、ヒノ
キ並材、合板向け、ともに潤沢な在庫を背景に保合。スギは３ｍ柱は継続
して需要旺盛。並材販売は納材規格を遵守ください。ヒノキ２ｍ元曲がり
は合板向け造材が有利。製紙向けパルプ材は大手工場の納材制限が
徐々に緩和。（岐阜）

　全般的に横ばいで推移。スギ太物欠点材は売りにくい。広葉樹良材は
相変わらず応札多い。虫害の時期になり、伐採後速やかに搬出ください。
（飛騨）

　全般的に横ばいで推移。ヒノキ元木、良材（高齢材及び枝打材など（特
殊材））２ｍ、３ｍ、４ｍには応札多く横ばい。ヒノキ並材は３ｍ、４ｍとも
（16～22㎝）横ばい。スギは全般的に品薄、４ｍ元木、良材は応札も多く
横ばい、二番玉並材は３ｍ、４ｍとも（16～28㎝）長良川木協・森の合板へ
の安定供給に伴い横ばい。ヒノキ・スギ６ｍ需要減。センコウムシやゴトウ
ムシの発生時期ですので、速やかに出材をお願いします。（東濃）　

【商況】

木 材 市 場

2,150

614

2,867

2,592

2,808

10,368

2,000

2,630

機械により測定した客観的な値で木材の等級を決めること。機械等級区分構造
用製材は製材のＪＡＳ規格の一つです。曲げ試験機等を用いて行う測定により得
られた曲げヤング係数に基づいて、強度の等級区分を行います。

機械等級区分

（参考）日刊木材新聞社　木材・建築用語辞典

単位：円（1㎥当たり）
木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所

回　　数
共販所名 長さ 径 平均値 高値 備考樹種

第1701回

8月6日

8月7日

8月8日

岐
阜
共
販
所

第1277回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ
くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

ま
つ

16～18㎝
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
20㎝以上
16～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
20～22㎝
30㎝以上
16～20㎝
24～28㎝
30㎝以上
24～28㎝
30㎝以上
30㎝以上
24㎝以上
16～20㎝
22～28㎝

30㎝以上元
16～20㎝
22～28㎝

30㎝以上元
13㎝以下
22～28㎝

30㎝以上元
18～20㎝

22～28㎝梁
30㎝以上元

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

4ｍ

5ｍ
4ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

単価は直材

価格、但し

平均値は並

材二番玉価

格

－
－
－

17,000
22,500
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

18,000
－

35,500
13,400
15,000
－

29,000
29,000
26,000
－

21,200
45,000
－
－
－

12,500
11,800
13,800
13,000
11,000
13,500
17,500
13,800
18,000
15,100
14,500
22,000
12,000
11,000
11,000
17,000
15,000
14,000
23,000
8,000
8,000

10,000
10,000
－

16,500
12,800
13,000
13,300
17,600
15,000
18,800
9,000

16,000
18,500
25,000
7,000
9,000

第1607回

東
濃
共
販
所
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